
図１図１ お薬カレンダーと配薬ボックスお薬カレンダーと配薬ボックス

お薬カレンダーお薬カレンダー 配薬ボックス



図図22 PTPPTP包装と一包化包装の包装と一包化包装の

薬剤を配薬したお薬カレンダー薬剤を配薬したお薬カレンダー薬剤を配薬したお薬カレンダー薬剤を配薬したお薬カレンダー

PTPPTP包装包装

•• 配薬がとても大変。配薬がとても大変。

•• 正しく配薬されていることが正しく配薬されていることが
•• 配薬が簡単。配薬が簡単。

包装包装
一包化包装一包化包装

•• 正しく配薬されていることが、正しく配薬されていることが、

ひと目ではわからないひと目ではわからない

•• 11錠こぼれても気付かない錠こぼれても気付かない

•• 一包化包装の印字で、正しく配薬一包化包装の印字で、正しく配薬

されていることがひと目でわかる。されていることがひと目でわかる。
•• 11錠こぼれても気付かない錠こぼれても気付かない

•• あわてるとあわてるとPTPPTP包装のまま誤飲包装のまま誤飲
•• PTPPTP包装の誤飲事故は無い包装の誤飲事故は無い



図図33 一般的な配薬・与薬方法一般的な配薬・与薬方法

1. 一度に何人もの薬を収納できる

利点

2. カートを移動できる

欠点

1. 一度配ると、
配薬ミスを発見し難い。

2. 退院などで自己管理に切替える
ときに、与薬方法を変える必要
がある。与薬カート がある。

このカ トで安全は守れるのか？

与薬カート

このカートで安全は守れるのか？

患者の自己管理につながるのか？



図４図４ 全ての入院患者の薬を定時も臨時も一包化全ての入院患者の薬を定時も臨時も一包化
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図５ お薬カレンダー式カート

合合合
体
合
体

1. 退院後に、自宅でも
同じように使用 きる

特徴

1. 一度に何人もの

特徴

同じように使用できる
2. 薄くて軽く、コンパクト
3. 飲み忘れを確認できる

薬を収納できる
2. カートを移動できる
3. 与薬漏れを確認できる

お薬カレンダー 与薬カート



2012年2月20日放送 ラジオNIKKEI
お薬カレンダーの活用

図6 与薬方法
１．与薬準備１．与薬準備 ２．与薬２．与薬

図6 与薬方法

与薬カートでベッドサイドへ与薬カートでベッドサイドへお薬カレンダーで管理お薬カレンダーで管理

３．服薬指導３．服薬指導 ４．自己管理４．自己管理服薬指導服薬指導

医療法人渡辺会 大洗海岸病院毎回、「患者様と一緒に」 薬を確認毎回、「患者様と一緒に」 薬を確認
「自分でできるようになりました。」「自分でできるようになりました。」



2012年2月20日放送 ラジオNIKKEI
お薬カレンダーの活用

図図77 自己管理達成率の向上自己管理達成率の向上図図77 自己管理達成率の向上自己管理達成率の向上

自己管理できていなかった患者様の自己管理できていなかった患者様の 78 6%78 6% がが自己管理できていなかった患者様の自己管理できていなかった患者様の 78.6% 78.6% がが
入院中入院中に自己管理可能となった。に自己管理可能となった。
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医療法人渡辺会 大洗海岸病院

以前の与薬 本方法を実施



図図88 ヒヤリハット報告の減少ヒヤリハット報告の減少図図88 ヒヤリハット報告の減少ヒヤリハット報告の減少

お薬カレンダー式カートを利用した与薬に変更したお薬カレンダー式カートを利用した与薬に変更した

ことで 病棟の調剤薬関連ヒヤリハ トがことで 病棟の調剤薬関連ヒヤリハ トがことで、病棟の調剤薬関連ヒヤリハットがことで、病棟の調剤薬関連ヒヤリハットが

前年の前年の 約約1/41/4に減少した。に減少した。
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